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会 議 記 録

政策企画局 市民参加・協働推進課

開催日 平成 24 年 12月 17 日(月) 開催時刻 15 時 00 分から 17時 00 分

会議名 上田中央地域協議会(平成 24 年度第 9 回)

出席者 浅井委員、飯島委員、尾沼委員、河田委員、神林委員、久保田委員、栗内委員、

佐藤委員、塩入委員、中村彰委員、中村一樹委員、松澤委員、宮坂委員、宮島

委員、宮本委員、村上委員、矢島委員、山浦委員

（欠席委員）藤川委員、渡邉委員

（事務局）神林地域振興政策幹、北沢市民参加・協働推進課長補佐、堀内市民

参加・協働推進課主査

会議次第

1 開会(事務局)

皆さんこんにちは。大変お忙しい中、本年最後の地域協議会にお集まりいただきま

して誠にありがとうございます。定刻になりましたので始めさせていただきます。

2 会長あいさつ

皆さんこんにちは。お集まりいただきまして大変ご苦労様です。本年最後の協議会

ということで 1年間大変ご苦労様でした。昨日は第 46 回衆議院の選挙がありました。

私も投票所の関係者で準備を 1 日やりました。投票率も戦後で全体的にも一番悪いよ

うですが、いずれにしても私共にとっては住み良い日本となるようにまた景気も回復

させてなんとか元気な日本になればと思っております。

今日はこの後、前回に引続いて分科会に分かれて地域の課題を協議いただき、分科

会終了後、協議の経過を簡単にお話していただきたいと思います。

3 協議事項

会長： それでは、2 班に分かれていただいて、前回の続きをお願いします。

（分科会開催）

会長： それでは今日の協議の経過の報告をお願いします。

【第 1 分科会】

「都市機能充実と中心市街地活性化、歴史遺産との融合・調和を図るまちづくり」
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去年、提言をまとめるにあたり、取り上げた課題（テーマ）が大きすぎて、ひとつの

まとめができなかったということで、今年はまずフリートークで皆さんが考えているこ

と何でも良いから書き出してもらいました。

この後、この課題の洗い出しを 1 回くらいやってから大きな分類をしてまとめていき、

最終的にはそれをまとめていく形で、今日の分科会はとりあえず、皆さんに意見を出し

てもらいました。それで、その出した意見を個々に時間まで説明してもらいました。以

上です。

【第 2 分科会】

「保健・福祉・医療と安全・安心なまちづくり」

第二分科会では、今回は地域内の危険箇所の確認、特に自然災害をテーマにしようと

決まりました。ハザードマップと避難経路の問題点の研究、防災対策、避難場所、備蓄

品についての検証、空き家、市営住宅を含めての対策ですとか、医療の充実について必

要なことや、生活弱者に対する対策というようなことが基本テーマとして出されました。

今日はその中からもう一度、全員から意見を聞きまして特に自然災害に対する備えとか、

現時点の市の対策を検証して、もし不備があったり、必要なことがあれば市に提言をし

ていこうということで、方針が決まりました。

これからの予定としまして、上田市に危機管理防災課が出来たのですが、その担当の

方に一度来ていただいて、色々レクチャーをしていただきながら検証をしていきたい。

それから上田のマップ上に危険箇所等を落とし込み、もし必要があればその現場を一度

視察させていただきたい。それからもし県外に先進地や参考になる場所があれば、一度

視察に行こうという話があります。それが済んだ後に大体の方向をまとまて、今の上田

市の問題点を検証して洗い出してまとめに入り、来年くらいかけて提言書を作ろうと決

まりました。

具体的には今日は省きますが、その上で一つお願いがあるのですが、市の職員さんが

分科会に入っていないので、何かを検証する時にお願いしたいこともありますので是非

我々の分科会に参加していただいて、横の繋がりや連携を取るために協力いただきたい

と思います。

会長： 中央地域協議会の場合、今迄過去についても職員の方がついていただいてお手

伝いいただいてまとめていたので、そうしてもらわないと委員だけで集まって提

言までまとめるには難しい面もありますので、私としても担当の職員を両方の分

科会に付けていただきたい。

委員： 今のことについてですが、全体の大きなスケジュールを立てる場合、これ以外

の協議事項もだいたい何月ごろにこのテーマがあると情報として出してもらえれ
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ば大まかな筋が分かると思う。

会長： 両分科会のことではなくて、ご意見ありましたら出していただきたい。

委員： 第４期に諮問として予定されていることはあるのですか。

事務局： 今の所、諮問の案件についてはありませんが、「わがまち魅力アップ応援事業」

は毎年３月に審査会を予定しています。

委員： 第 2分科会のスケジュールなのですが、来年の 11 月までに最終の提言をまとめ

ようと目標を立てました。12 月には提言書を完成して、この会で発表して、年明

けて 1 月にはこれを機関決定して上田市に提出をするということで、第 1 分科会

も統一した方が良いと思うのですが。

会長： 皆さんどうですか。

委員： 関連して、市の担当も我々の中に入ってきて一緒にやっていただきたいという

ことです。一言で言うと、やっぱり接着剤の役の方がいなければ、ただ我々が話

合ってもしょうがない。担当課の話も聞ける。今の意見書をいつまでに出すとい

うのはむしろ、いつまでに出してくださいという方針があってやっていく。その

ような市のリーダーシップがない限りなかなかできない。その辺はどうですか。

事務局： この協議会というのは私達、行政が指導するものでは有りませんので、あく

までも皆さんのご協議の中で、決めていただくということです。そのうえで、今

後、私共も関わっていきます。

委員： 前回までは積極的に関わりをもって段取りを一緒にしていただいていたので、

今回のやり方の違いに戸惑っている。我々の話し合いが主体なのは間違いないが、

それに対して行政も関わりをもってつなぎ役になっていただきたい。

事務局： 私達としても関わっていくつもりでおります。次回からはそれぞれ役割をき

めてスケジュールを決めさせていただきたいと思います。

事務局： 連絡事項と致しまして 皆様には市の決まりで報酬をお支払いをしておりま

すが その内 3％が所得税の源泉をさせて頂いておりますが、税法が変わりまして

1/1 以降 3.06％になり 114 円から 116円に変更になります。
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ご承知おきをお願いします。

会長： 他に何かなければ本日の会議はこれで終わりにします。ご苦労様でした。

4 次回会議の開催と日程について

第 10 回中央地域協議会 平成 25 年 1 月 21 日（月）

第 11 回中央地域協議会 平成 25 年 2 月 18 日（月）

第 12 回中央地域協議会 平成 25 年 3 月 26 日（火）

5 閉 会


